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はじめに

本稿では、京都市立芸術大学の前身である京都市立美
術工芸学校（以下、美工）及び京都市立絵画専門学校（以
下、絵専）で「日本画」を学んだ台湾留学生・陳敬輝（チ
ン・ケイキ、Chen Ching-Hui1、1911-1968）を研究対象と
して、近代日本と台湾美術の関係の一端を明らかにした
い。近代の台湾美術における日本との関わり、特に台湾
美術展覧会（以下、台展）が「帝国」の「地方美術展覧
会」として、台湾美術の近代化にどのように作用したの
かの解明が重要な課題となっている。
この点、研究対象である台湾生まれ日本育ちの画家・
陳敬輝は、幼い頃から日本京都の中村家に預けられて育
ち、以下のように京都で青年時代まで過ごした。1924 年
（大正 13）に室町尋常高等小学校を卒業し、同年 4月美工

「絵画科」に入学する。1929 年（昭和 4）卒業後、絵専
「本科」へと進み、「日本画家」の道を歩き始める。特に
1930 年（昭和 5）秋、絵専第二学年に在籍している時に、
陳敬輝は美工の卒業制作《女》【図 1】を第 4回台展に出
品し、初入選となった。1932 年（昭和 7）3月に絵専を卒
業した後、台湾に帰って私立淡水女学院の図画教員とし
て務めつつ、台湾画壇で活躍した。同年 10 月秋、陳敬輝
は再び絵専の卒業制作《少女》【図 2】を加筆し、題名を
《少女戯図》に変更し、第 6回台展に入選した。その後、
陳敬輝は日中戦争のため中止された第11回台展まで毎年
入選を果たした。そのうち、第 7回台展に入選した《路
途》が「特選」と「台日賞」を受けたほか、第 10 回台展
の《餘韻》が二回目の「特選」を受賞した。
しかしながら、陳敬輝の画業は、これまであまり深く
考察がなされてこなかった。その理由について、陳敬輝

陳敬輝（1911‒1968）の絵画における「台湾意識」
― 台展作品をめぐって ―
The Formation of a “Taiwanese” Identity in the Paintings of Keiky Chin （1911–
1968）: Examples from the Taiwan Fine Arts Exhibition

Shao-Chi Hung 洪　　韶圻
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図 1　陳敬輝《女》1929 年（昭和 4）サイズ不明　美工卒業制作 図 2　陳敬輝《少女》1932 年（昭和 7）サイズ不明　絵専卒業制作
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の台展作品が全て散逸し、加えて陳敬輝とその妻二人は
1960 年代半ばに早逝し、作品や関連資料などを当時未成
年だった養女一人に遺したため、調査が容易ではなかっ
たからだと推察される。本稿では、養女である陳淑真を
訪問し、貴重な資料や新出作品を見ることができたので、
それらの成果を踏まえ、陳敬輝の画業について、台湾に
帰った後、出品した台展作品を中心に考察する。

一、問題の提起

陳敬輝の画業を論じると同時に、言及しなければなら
ないのが、彼の文化的アイデンティティーにおける日本
からの影響の強さである。例えば、1943 年（昭和 18）に
台湾作家・王昶雄（1915-2000）が書いた小說「奔流」2 で
は、陳敬輝をモデルにして、伊東春生という登場人物を
創り出した。伊東春生は原名が朱春生の台湾人で、日本
留学を経て台湾に帰った後、学校の国語（日本語）教師
を務めて、日本人の妻を娶り、完全な日本式の生活様式
で過ごしている。そして、郷土の俗臭を捨て去るために、
日本精神を徹底的に身に着ける。それに対して登場人物
の林柏年は、郷土を愛して、台湾人としての尊厳を保つ
ために何度も反抗する。作者は傍観者の「私」として、最
初に伊東春生の日本式の生活に憧れるが、伊東春生と林
柏年の間を調停するうちに、徐々に自己反省しはじめ、伊
東春生の「皇民思想」やライフスタイルなどを否定する
ことになった。それについて、王昶雄は 1997 年にインタ
ビューを受けた際、「奔流」の創作動機を次のように語っ
た。

陳敬輝は四歳の時日本へ行き、生活習慣は完全に日
本化しており、台湾意識が欠落している。後に日本
人と結婚し、中村敬輝に改名する。当時、情熱的な
青年だった私は、彼を題材にして小説を書こうと
思っていた 3。

しかしながら、「その頃の台湾では、伊東春生のような
人が多かったのでしょうか、それとも林柏年のような人
が多かったのでしょうか」という質問に対して、王昶雄
は「伊東春生のような人が多かった」と答えている 4。そ
の一方、顔娟英が、「日本統治期における台湾人の土地の
アイデンティティーと文化意識が萌芽状態にある 5」と述
べていることを考え合わせれば、台湾美術に内在する問
題は複雑であると思われる。したがって、陳敬輝の絵画
における文化的アイデンティティーや台湾意識を再検討
する必要がある。
また、陳敬輝《路途》が受けた「台日賞」は、「台湾日
日新報社」が「臺灣の郷土藝術の上に貢獻著しき東洋畫

及び西洋畫の美術作家に贈る 6」ものであり、受賞の理由
は、「優秀な出來榮えを示し、同時に臺灣の地方色を多分
に盛つてゐる 7」ためであった。だがその一方、従来の台
展の「地方色」の研究では、「郷土色」や台湾画家の「郷
土愛」を関連付けることが多い。例えば、邱函 は、台
湾画家・黄土水、郭雪湖、陳澄波の作品を例にして、彼
らが台湾人としての「故郷意識」に基づき、故郷の表象
や自己定義として創作した作品においては、矛盾、妥協、
反抗といった特徴を示していると結論づけた 8。
そこで、陳敬輝については台湾人とはいえ、「故郷意識」
を持っていたと見做すことができないとはっきりわか
る。そうすると、果たして「台湾意識が欠落している」陳
敬輝が「地方色を盛っている」ため「台日賞」を受けた
《路途》は、どのように理解すれば良いのか。この問題意
識のもとに、陳敬輝の台展作品と「地方色」に着目し、台
展におけるアイデンティティーが日本に近い台湾人画家
の表現の一例を提供してみたい。

二、  陳敬輝の家庭背景とその文化的アイデンティ
ティーの形成

1911 年（明治 44）4 月 25 日に、陳敬輝は台北新店の郭
家に生まれ、のちに実母・陳彬卿の長兄である陳清義の
養子になり、やがて日本に預けられて育った 9。ところで、
陳敬輝の日本育ちという背景は、彼の文化的アイデン
ティティーに影響する大きな要因と見做されているもの
の、なぜ陳敬輝は幼い頃に渡日したのか、その理由につ
いては、文献では、健康のため 10 や、養父・陳清義がよ
り良い教育を与えたかったから 11 など、簡単に述べられ
るのみである。それに対して、本稿では、陳清義夫婦の
家族背景に注目し、陳敬輝の文化的アイデンティティー
の形成をより深く理解したい。
まず、陳清義は艋 台湾基督長老教会の牧師であり、
1933 年（昭和 8）に出版された『台北州下に於ける社寺
宗教会要覧』では、以下のような略歴が掲載されている。

本人（陳清義）ノ亡父陳榮輝ハ、マツカイ博士門下
ノ傑出セル傳道師ニシテ、信仰モ厚カリシカバ、本
人ハ幼ニシテ父ノ感化ヲ受ケ、斯教ニ歸依シ、長ジ
テ神學校ニ入リ、卒業後、香港、東京ニ遊學シ、歸
國後直チニ傳道師トナリ。新店、淡水等ノ各教會ヲ
經テ、牧師ニ昇進シ、明治三十九年四月、艋 會堂
牧師拜命、爾來二十餘年間、本派振興ノ爲、心血ヲ
注ギ、曾テ中會議長ニ當選スルコト數回、中會、大
會紀事、南北基督教會全島委員長、傳道局理事及幹
事、財團法人長老教會理事長、臺灣基督長老教會大
會議長、北部長老協［ママ］會第一回傳道師總會議
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長、神學校教師、同校教育部評議員、淡水中學及女
學院學務委員等ノ公職ヲ歷任シ、牧師ハ又漢學ニ精
通シ、詩文ニ巧ミ、相當ノ著書出版ヲ斷行シ、佳キ
成績ヲ擧ゲ、現ニ本島教化ニ貢獻シツツアルルハ、臺
灣宗教上ニ特筆スベキ事蹟ナリ 12。

上述によって、陳清義は父・陳栄輝の影響を受け、同
じくマッカイ博士のもとでキリスト教に帰依したことが
わかる。マッカイ博士が何者であるかについては、フル
ネームがジョージ・L・マッカイ（George Leslie Mackay、
1844-1901、通称は馬偕）のカナダ籍の宣教師であり、1871
年（清・同治 10）に台湾へ移住し、清仏戦争と日本に政
権交代する 19 世紀末の台湾を経験し、台湾におけるキリ
スト教の伝播、医療、教育に基礎を築く貢献を果たした
人物であることがわかっている。1929 年（昭和 4）に出
版された『マッカイ博士略伝』では、「博士は實に北部臺
灣に歐米文化を輸入された始祖である 13」と評価されて
いる。
陳栄輝（1851-1898、別名は陳火）【図 3】については、
あまり知られていないのであるが、彼の自筆の履歴書を
通して窺うことができる。一部の内容を以下に示す。

私は 1851 年、父が貿易商をしていた淡水で生まれま
した。8歳から 17 歳まで学校に通い、その後、家族

は五股坑に移り住み、小さな農場を営みました。私
たちは皆偶像崇拝者（idolaters）で、私はリーダーと
してあらゆる偶像や霊を崇拝していました。月の前
で焼香もしました！ 1872 年 7 月に、父と一緒に淡水
へ行き、貴方の小さな中国式家屋で新しいタイプの
信仰を見たのです。（略）すべては善と真に思えまし
た。そして、泥やクスノキの神々にお辞儀をするこ
とも、すぐにやめました 14。

ここから、陳栄輝がマッカイに会う前の生活は、農場
で働くことや民間信仰に基づく普通の家族であり、マッ
カイの弟子になった後、陳栄輝は西洋医療を学んだり、学
堂の助手をしたりしていたことがわかる 15。また、1885
年（清・光緒 10）に牧師になり、1893 年（清・光緒 18）
から新店教会の牧師として勤める。一方、陳栄輝の長男
である陳清義は、マッカイの息子の付き人として、イギ
リス領香港へ行き、傍ら英語を勉強する機会を得た 16。
陳栄輝が亡くなった後、マッカイは彼について、カナ
ダの教会雑誌に寄稿しており、その文章の最後に、次の
ような回想を記している。

彼は、礼拝堂にいた日本人の役員がいかに紳士的に
接してくれたか、愛情を込めて何度も話してくれた。
また、日本人が彼を大変尊敬していたことは、様々

図 3　日本領台初期、マッカイが淡水に戻り、弟子らと新しい情勢に応じる対策を相談する　1895 年（明治 28）11 月頃、写
真、真理大学校史館蔵
前列左の一人目は陳栄輝で、中央の西洋人はマッカイ。
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な情報源から知っている。日本人牧師の河合亀輔も
同じような証言をしている 17。

また、陳栄輝が生前に交わしたマッカイとの約束にし
たがって 18、1899 年（明治 32）3 月 9 日、陳清義はマッ
カイの長女である偕媽連（Mary Ellen Mackay、1879-1959）
と結婚した。やがてマッカイが逝去した後、陳清義はマッ
カイの娘婿として、徐々に台湾北部教会の中心的人物と
なった。1902 年（明治 35）河合亀輔牧師と内地教会の誘
いを受け、陳清義は日本に内地教会の状況を視察しに行
き 19、1910 年（明治 43）4 月に、さらに自費で日本基督
教会伝道局理事の植村正久 20 が主持する神学社へ東京留
学に行く 21【図 4】。その間、妻・偕媽連も日本語を習う
ために同行した22。二人は翌年7月31日に台湾へ帰った。
特に言及に値するのは、1916 年（大正 5）皇太子・裕

仁親王の立太子礼の際に、下村民政長官が同年 10 月 30
日、台北における神道、仏教、キリスト教等各派の僧侶、
布教師、牧師の主要代表者及び官民間の宗教者、総勢 46
名を招待し、総督府官邸で宗教家招待会を開き、「何れの
場所何れの時代に於ても宗教の必要なることは云ふまで
も無きことにして殊に本島の如き新領土に於いては物質
上の施設に伴ひ精神界の開發を必要とすること最も急切
にして宗教家の努力に待つもの極めて多きは論を待たざ
る所 23」と述べたことである。立儲典礼の後、陳清義を
含む本島人紳士たちが「恭祝立儲典礼 24」と題して詠ん

だ漢詩が『台湾日日新報』に数日間続いて掲載された。
以上、陳敬輝の家族背景を考察してみると、陳氏一族
は元来、一般的な当時の台湾家族とそれほど変わっては
いなかったが、マッカイのもとで新しいタイプの信仰、西
洋知識や海外旅行などを体験する機会を得て変化して
いったことがわかる。その上、彼らは牧師・宗教家とし
て、日本人から尊敬を受け重視された。一方で、陳敬輝
を養子に迎えた時点では、陳清義が日本語を積極的に学
んだり、日台両地を往復したりして、日本人と頻繁に交
流していた時期であった。
こうした背景の下、陳清義が長男を日本に送った動機
には、日本文化を積極的に受容してほしいという期待が
あったことがわかる。具体的な例として、1908 年（明治
41）に艋 教会牧師としての陳清義が信徒の依頼を受け、
孤児二人を大阪の博愛社に託したという新聞記事では、
「将来役に立つ人間になるために、そこで教育を受けさせ
る 25」と語っていた。このことから、陳清義が陳敬輝に
内地日本で教育を受けさせたのは、より「役に立つ人間」
になることができるという観点からだと捉えられる。香
港、東京での見聞を通じて、イギリスや日本といったい
わゆる「帝国」を高い文化を有する所として考えるよう
になった視点を示すと同時に、このような考えの背後に
あったのは、「祖国」の伝統的漢文化を中心とする思想の
影響が比較的薄かったためではないかと推察される。そ
れは他の文人家族出身のエリート層の台湾人と最も異な

図 4　陳清義夫婦東京留学送別会記念写真、1910 年（明治 43）、真理大学校史館蔵
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る点である。

三、  はじめて築いた「台湾」のイメージ：《路途》
（1933）

1932 年（昭和 7）陳敬輝が絵専を卒業して台湾へ帰っ
た後、はじめて台湾で取材・制作した台展作品は、翌 33
年（昭和 8）第 7回に出品された《路途》【図 5】である。
画面の中で、伝統的な長衫、漢洋折衷の服、洋服をまと
う台湾女性たちと彼女の手持ちのパーティーバッグ、
サーキュラーライン、ハイヒールといった装身具は、1930
年代台湾女性のファッションを示していると同時に、「断
髪」、ハイヒールを履く「天然足」（纏足をしない、ありのま
まの足）はまた日本統治のもとに改革された台湾女性の健

康な身体を示している。そのため、近代台湾女性のイメー
ジ・服装・身体に関する研究において、《路途》は常に例
として挙げられる。ここでは、さらに新聞記事並びに同
時代の女性像を取り上げ、政治面を検討してゆきたい。
まず、真ん中の犬を散歩させる女性については、陳敬
輝の実技担当教授・菊池契月《散策》【図 6】にも同じよ
うなパターンが見られ、絵専での学習の結果の可能性が
あるかという疑問を抱かせる。また、川西由里が指摘し
ているように、日傘と洋犬、あるいは着飾った女性と洋
犬というとりあわせは、近世初期の風俗画にも描かれて
いる 26。洋犬という題材は大正期に、粥川伸二《西婦倭
装図》【図 7】や小早川清《長崎のお菊さん》のように、
和、洋、漢のモチーフと共に用いられ、異国情緒を表し
た作品が多く、1930 年代以後、榎木千花俊《後苑散步》

図 5　陳敬輝《路途》　1933 年（昭和 8）　第 7回台展　特選、台日賞

図 7　粥川伸二《西婦倭装図》　1919 年頃（大正 8） 
絹本着色 190.5 × 176.0 cm　京都国立近代美術館

図 6　菊池契月《散策》 1934 年（昭和 9）
絹本着色 173.0 × 173.5.0 cm　京都市美術館　第 15 回帝展
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や菊池契月《散策》のように、モダンガールに目を向け
る作品にも見ることができる。
さて、女性と洋犬というモチーフ構成は台湾の絵画作
品において、どのように表現されていたのか。台展作品
を通覧すると、陳敬輝《路途》のほかには、日本人画家
の村上英夫（無羅）《基隆燃放水燈図》【図 8】しか見られ
ない。その理由について、1910 年代、台湾の活字メディ
アによると、犬は台湾で実際に衛生問題の一つとして見
做されていたことが挙げられる。例えば、1900 年代台北
城内及び大稲 、艋 市街に常に野犬が出没し、人を
傷するため、台北庁警務課は野犬を撲殺することとなっ
た 27。1906 年（明治 39）『台湾日日新報』では、艋 牧
師・陳清義が飼っている洋犬二頭は併せて撲殺されてし
まったという記事が掲載されている 28。その後、飼い主
に犬を外に出さないように注意する報道もある 29。した
がって、《路途》のような犬を散歩させるモダンガールは、
実際に当時の台湾社会で普通に見られる街の光景ではな
かったと思われる。
一方、《路途》の画中では着飾った女性たちがモダン的
感覚を示しているのに対して、画面の右側の少女はより
素朴に見え、また持っている籠の中に丸鶏のようなもの
があるため、彼女は市場から家に帰る途中のメイドであ
るという指摘もある 30。だが、画面構成として人物像の
関係に注目すると、日本近世風俗画に見られる「花魁と
禿」というとりあわせの影響という可能性もあり、今後、
より多角的に検討する必要がある。
以上の考察を踏まえれば、《路途》は、実際に日本の視
覚イメージを台湾美術へ移植する一例として、異国情緒

の視点で捉えられて理想化された台湾女性像であると考
えられる。また、画面に表された健康的な身体、流行的
な装身具、モダン都市を享受する散策などは、「植民地台
湾」が「宗主国日本」のもとで形成した繁栄や進歩のイ
メージを示しており、松岡映丘《千草の丘》（個人蔵）、武
藤嘉門《ショーウインドウ》（島根県立石見美術館蔵）のよ
うな「帝国を彩る女性像」と共通している。

四、台湾「地方色」に対する概念の形成と模索

台湾人画家は「地方色」についていかに受け止めたの
か。先行研究では、1910 年代中頃から政府当局による台
湾新八景の選抜イヴェントにせよ、民間社会の写真・登
山ブームにせよ、いずれも台湾人が台湾を観察し、台湾
とは何かの意味付けへの探索を展開し始めていたものと
する。その過程において、視覚の伝達は重要な役割を果
たし、台展が唱えた「地方色」の追求においても、重要
で先駆的な意義を持ったと指摘されている 31。しかしな
がら、陳敬輝が留学期間に短期的に台湾に帰ったことが
あるとしても、そのイヴェントやブームにより形成され
る視覚経験に影響を受けることは極めて限定的であると
思われる。一方、陳植棋、陳澄波といった東京留学の台
湾人画家が台湾議会設置運動により形成された民族意識
とその上に醸成した「故郷意識 32」を有していたことに
対して、京都にいる陳敬輝はその影響を受けた痕跡もな
い。
したがって、陳敬輝が 1932 年（昭和 7）4 月以降台湾
に帰る時点とこれまでの留学期間における、日本の社会

図 8　村上英夫（無羅）《基隆燃放水燈図》　1927 年（昭和 2）
絹本着色 198.5 × 160.5 cm　国立台湾美術館　第 1回台展　特選

村上英夫《基隆燃放水燈図》（部分）
（筆者撮影、2021/10/8）
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情勢は、帝国主義が推進されている。そのことを考え合
わせれば、陳敬輝の台湾「地方色」に対する概念の形成
には、独自のプロセスがあると思われ、特に 1933 年（昭
和 8）5月陳敬輝が参加した第 4回栴檀社展の趣旨にそれ
は窺える。同展の通知書の一部を以下に示す：

我が美術界に於きましても東洋は東洋に帰れ。卓越
せる國民性を養ひ來れる由緒あり傳統に就きては深
く之を考へざるべからず。この聲□く多きを加へて
參りました。この際臺灣東洋畫壇の發展を双肩に□
へる我が栴檀社は第四回作品展覽會を左記により開
催……（略）尤も今回の展覽は同人平素の研究に成
れる新作の他に滿洲國へ贈るべき小品をも陳列致し
ました。これは微力ながら美術を介して國際親善を
計り度い考へから同人各自本島特有の畫題を選び揮
毫したもので展覽終了後一大畫帖に仕立て先方へ贈
呈の筈でありますこれ等も御一覽願い度いのであり
ます 33。（傍線は筆者）

上述のように、満州国への美術親善は、そもそも台展
開催の趣旨における「台湾の紹介」の意図と共通してい
る。加えて「東洋は東洋に帰れ」の背景に存在する日本
軍国主義の思想、それらと陳敬輝の背景を考え合わせる
と、彼が「地方色」に対する概念を理解し始めるところ
は、「故郷意識」、「郷土愛」より、おそらく「台湾美術の
紹介」、「美術親善」や「東洋精神」などが明確なヒント
になったであろう。したがって、同 33 年（昭和 8）に出
品された《路途》は、陳敬輝が台湾のイメージを宣伝し
ようとして構想した作品だと見做すことができる。
1934 年（昭和 9）第 8 回台展に入選した《製麺二題》

【図 9】は、《路途》のような資本主義のもとで表された理

想的な女性像と違い、淡水龍山寺の近くの製麺工場で写
生した多くのスケッチを組み合わせて制作したものであ
り 34、陳敬輝がはじめて労働する女性のイメージを捉え
た絵画作品であった。製麺については、実際に大正期前
後には台湾慣習・台湾風俗として『台湾慣習記事』35 や
『台湾写真帖』36 に掲載されている【図 10】。加えて『台
湾商工十年史』（1919）では「製麵は本島人の消費高巨額
に上れるを以て其の產額亦頗る多く……（略）其の作業
は從來專ら人力に依りしも七八年前より新式機械を用ゐ
て製造するもの漸次增加し、今や水力及電力を利用して
盛なる生產を見るに至り 37」と記述されていることから、
《製麺二題》に描かれる人力による製麺は、作者が特に取
材したい伝統要素であったと推察される。
一方、同時代の製麺の写真【図 11】を参照してみれば、
製麺は紡織や編物といった典型的な女性の仕事ではな
く、体力を使う男性のなりわいだったと考えられる。こ
のことから、《製麺二題》では作者が男性を不在とし、加
えて保守的な当時の社会で見られない露出が多い女性の
イメージを表すことで、エロチックな感覚を喚起する労
働者階級の女性像を表現していると見做すことができる
であろう。
したがって、《製麺二題》は、陳敬輝が台湾人としての
アイデンティティーを意識して労働者像を描いたものと
は考えられない。しかし、異国情緒が溢れる《路途》か
ら《製麺二題》までの転換においては、陳敬輝が周囲の
環境を観察したり、写生したりして、伝統的風俗へ関心
を持つと共に土地に対する感情が生じていることが見て
取れる。
1935 年（昭和 10）6 月陳敬輝は、郭雪湖（東洋画家）、

呂鉄州（東洋画家）、楊佐三郎（西洋画家）、林錦鴻（台湾新
民報記者・美術評論者）、曹秋圃（書道家）らと一緒に「六硯

図 9　陳敬輝《製麺二題》　1934 年（昭和 9）　第 8回台展
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会」を組織する。発会式【図 12】は同月 9日に朝日小会
館で行われ、「同會は今後臺灣美術界の後援機關として大
に臺灣美術家の爲に活動することを宣言した 38」。翌 7月
「六硯会」は永楽公学校で第 1回東洋画講習会を開催し 39、
関連写真【図 13】を見てみると、主に台北新公園、植物
園、淡水といったところで写生を中心に行っていた。よっ
て、同年第 9回台展に出品された陳敬輝《海鱗》【図 14】
は、講習者と共に写生した成果であった可能性が高い。
《海鱗》の画面内容は、淡水港の漁獲であるが、竹と木
の材質の籠を対角線に置く配置によって遠近感を表現す
る構図は、竹内栖鳳《鯖》【図 15】と類似している。ま
た、この作品は陳敬輝のはじめて女性を主題としない台
展作品であり、師西村五雲や西山翠嶂から受け継いだ円
山四条派の写生の伝統に、美工・絵専で学んだ自然写生
を基礎として制作されたものである。ここから、作者の
「地方色」に対する模索において、《海鱗》は区切りとし

て、はじめて日本中心の眼差しを離れ、絵画の本質に最
も近づいた試みであったと思われる。

五、大東亜の想像：《餘韻》（1936）

1936 年（昭和 11）台展が 10 周年になる前に、『大阪朝
日新聞』では「今年の特選候補に台北の陳敬輝」と挙げ、
「陳君はローカルカラーを狙つて台灣美人の風俗畫 40」を
準備していると掲載した。のちに出品された《餘韻》【図
16】では、パーマをしたヘアスタイルに、流行の衣装を
まとうモダンガールがデッキチェアに足を組んで座って
いる姿が描かれ、かつての深窓に隠れた無気力な女性や
良妻賢母といったイメージと異なっている。その姿や画
面構成は篠田柏邦《黄衣》【図 17】と類似しており、こう
したデッキチェアに座る女性は、とりわけ昭和初期のモ
ダン的な女性像で多く見られる。

図 11　麺線干し…台北郊外所見　1930 年（昭和 5）図 10　「台湾風俗第七　細麺」　1915 年（大正 4）

図 12　六硯会の発会式　朝日小会館にて　1935 年（昭和 10）6 月 9 日　写真
（右より、呂鉄州、陳敬輝、郭雪湖、記者二人、郷原古統、尾崎秀真、塩月桃甫、曹秋圃、楊佐三郎、林錦鴻。）
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陳敬輝が勤める淡水女学院の近くにある海水浴場で、
このようなデッキチェアが常に備えられていたようであ
る【図 18】。また、1960 年頃の陳敬輝の個人写真【図 19】
に見られるポーズが《餘韻》と類似することから、それ
は画家自身が「余韻」というテーマを考える際に連想し
やすいリラックスした姿なのかもしれない。そうすると、
陳敬輝が《餘韻》において「ローカルカラーを狙って」構

想したポイントは、題名に関連する琵琶の描写であろう。
日本統治期台湾の宣伝用写真【図 20、21】に見られる
芸妓、伝統服、纏足、琵琶などは「台湾」を表象すると
共に、日本・西洋といった帝国主義国家の眼差しにおい
て「異国趣味」として捉えられた。のちに梅原龍三郎《姑
娘卿々弾琵琶図》（泉屋博古館東京蔵）のように、台湾に取
材する日本人画家は多かれ少なかれその視覚イメージに

図 13　六硯会東洋画講習会の関連写真　1935 年頃（昭和 10）

図 14　陳敬輝《海鱗》
1935 年（昭和 10）　第 9回台展

図 15　竹内栖鳳《鯖》　1925 年（大正 14）
絹本着色 80.6 × 117.0 cm 前田育徳会 第 6回帝展

図 17　篠田柏邦《黄衣》 1934（昭和 9）
絹本着色 134.5 × 185.5 cm 岐阜県美術館　第 15 回帝展

図 16　陳敬輝《餘韻》
1936 年（昭和 11） 第 10 回台展　特選
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影響され、台湾の芸妓とその楽器に目を向けて描くこと
となった。陳敬輝が住んでいた萬華（艋 ）は台北で有
名な遊郭のある場所であり、写真・美術に影響を受けて
台湾の異国情緒を捉えたい人々が必ず訪問するところで
あったため、そうした琵琶を台湾のイメージとする表現
手法について、陳敬輝が知らないはずはないと考えられ
る。
一方、陳敬輝の弟子・林玉珠（1919-2005）の口述資料

によると、《餘韻》のモデルは「恵子 41」という南洋出身
の淡水女学院の生徒であり、肌が黒く見え、林玉珠と同
様に陳敬輝の家に泊めてもらったことがあったとわか
る 42。このことから、陳敬輝がわざと南洋出身の女性を
モデルにして、台湾の「地方色」としてそれを表現する
ことは、「南方躍進」という時代背景を連想させる。それ
について、陳敬輝が《海鱗》からもう一度転換する理由
は、おそらく勤務する淡水女学院が「国体観念に欠陥が
ある 43」と非難されていた事情も大きく作用したと推察
される。
1935 年（昭和 10）前後、淡水女学院及び淡水中学は、
34 年（昭和 9）春の台南長老中学の神社参拝問題の影響
を受け、文教局はこれらキリスト教を主体とする各学校

について調査した 44 上で、国民精神、国語普及を徹底し
てゆく 45。しかし、1936 年（昭和 11）3 月に『台湾日日
新報』ではまた「淡水中學の敎育方針　舊態依然たるを
暴露　驚くべき國體觀念の缺如　國史擔任の鈴木敎諭慨
歎して去る 46」というような報道が見られ、憲兵隊が再
び調査し始めた 47。5 月頃、学校移譲を検討することを経
て 48、最終的には 8月頃に「中學、女學院の敷地及婦女
義塾の建物は九萬圓で新財團が買收すること」と決定さ
れた 49。注目に値するのは、「新財団」の理事は知事、内
務部長、教育課長、州協議会員の一部、州立中等学校長
より二名等で組織されたことだ 50。それゆえ、新たになっ
た淡水中学・女学院のいわゆる「国体観念」はより強固
なものになっていった。
こうした背景によって、陳敬輝が南洋出身のモデルの
画を「台湾美人の風俗画」としたのは、台湾が「南方躍
進」の基地として、大東亜共栄圏の建設を目指していた
ためだと言えよう。それに関して、陳敬輝の指導によっ
て 51 第 10 回台展に入選した林玉珠《河口の燈臺》【図 22】
を見てみると、共通している概念がさらに見出される。
《河口の燈臺》に描かれているのは淡水灯台である。『台
湾名勝旧跡誌』では「明治二十一年、清領當時の建設に

図 20　台湾芸妓　1900 年代　写真 図 21　An Orchestra of Chinese “sing-song” Girls　1920 年代　写真

図 18　鄧南光《淡水海水浴場》　1940 年代　写真 図 19　陳敬輝　1960 年頃　写真
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係り 52」、「基隆以北の良港にして、對岸福州と相近く、定
期汽船往復し、製茶の輸出最も盛にして、現淡水稅關の
所在地たり 53」と掲載されており、台湾名勝旧跡である
歴史的、経済的または政治的な記号として用いられた可
能性があると考えられる。それと関連する手法は、1932
年（昭和 7）日本内地から台湾に招かれた結城素明が審査
員として出品した《鵞鑾鼻》【図 23】にも見られる。
《鵞鑾鼻》は一見するとただの風景画とはいえ、『始政
四十周年記念台湾博覧会写真帳』に載っている「鵞鑾鼻
燈臺の遠望」という写真【図 24】と比較してみれば、両
者の構図の取り方が類似しており、『台湾教材写真集解說
書』では「眺望雄大を極め日本列島の南端に立つた感慨
が彌深い 54」と述べながら、《鵞鑾鼻》を実際に日本領土
の最南端として、帝国の眼差しによる台湾の「地方色」を
表している。同 32 年（昭和 7）陳敬輝は栴檀社会員とし
て結城素明の歓迎会にも出席しており【図 25】、このよう
な表現手法も彼からヒントを受けた可能性が高いのでは
ないか。
以上を考え合わせれば、林玉珠《河口の燈臺》に潜む
解釈は、灯台を記号として淡水対岸の福州、すなわち南

支を象徴しているというものだ。その場合、陳敬輝《餘
韻》と林玉珠《河口の燈臺》は、学校の改革背景をもと
に、さらには帝国的眼差しによって第 10 回台展を構想し
ようとした、大東亜に対する想像の実践と捉えることが
できる。
翌 37 年（昭和 12）第 11 回台展は日中戦争のため中止
となり、隔年の主催者が台湾教育会に代わって台湾総督
府になった。その結果、さらに大東亜戦争の「時局色」を
強調する「台湾総督府美術展覧会」（府展）となった。

結び

本稿は、陳敬輝の台展作品を通じて、台湾「地方色」に
対する論考において、帝国中央の視点に近づいた台湾人
画家の表現の一例を提供し、陳敬輝の絵画における「台
湾意識」を理解しようとした試みである。以上の考察を
踏まえれば、陳敬輝が台湾に帰った後、台湾「地方色」を
表す背後にあった眼差しは、おおよそ三つの段階を踏ん
で転換したと考えられる。
第一に、《路途》は、近世日本画より用いられる「洋犬

図 23　結城素明《鵞鑾鼻》
1932 年（昭和 7） 第 6回台展　無鑑査　審査員出品

図 22　林玉珠《河口の燈臺》
1936 年（昭和 11） 第 10 回台展

図 25　栴檀社が主催する結城素明の歓迎会　1932 年（昭和 7）　写真
左より呂鉄州、陳敬輝、郭雪湖、蔡雲岩、郷原古統、芸旦、結城素明、
陳進、木下静涯、村上無羅

図 24　鵞鑾鼻燈臺の遠望
1936 年（昭和 11） 写真
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を曳く遊女図」によって「異国情緒」を表し、理想的な
植民地女性像を表現した。第二に、写生を通じて、《製麺
二題》と《海鱗》では、徐々に「異国情緒」から「本土」
の視点に転じる様子が見られ、「在地」の特色的な風俗・
風物を再現した。第三に、勤務する淡水女学院の移譲を
背景として、《餘韻》は、さらに「本土」の視点から「帝
国」の眼差しで大東亜に対する想像を実践した。要する
に、陳敬輝が表した「地方色」は、まず日本内地にとっ
ての台湾異国情緒として表現され、そして日本中心の視
点から一度離れ、また日本中心の大東亜視点に戻るとい
う模索が窺える。
これに関して、陳敬輝の日本に偏るアイデンティ
ティーは、先行研究では日本育ちの背景が大きな要因と
指摘されていることを踏まえた上で、本稿では、養父陳
清義とその陳氏一族の経歴を考察した。その結果、彼の
アイデンティティーは、キリスト教信仰による西洋文明
の享受と、統治者日本人からの敬意、さらに近代「帝国」
都市を体験した父祖を背景に形成されており、他の文人
家族出身のエリート層の台湾人よりも、「祖国」の漢文化
に対するアイデンティティーが弱かったことが考えられ
る。そのため、陳敬輝が一度写生に基づき、素直に台湾
の風物を描いたとしても、周りに利害関係が発生した際
には、熟知した帝国の眼差しに断然近づくと見られる。金
恵信が「鮮展の『朝鮮色の絵』は、中心を志向する植民
地のエリート文化人としての男性画家たちの世界観を表
すイメージとして機能している 55」と示唆するように、陳
敬輝が表した台湾「地方色」も、自身が教育された世界
観、認識している世界観である。さらに、国体にしたがっ
て行動するのは、当時の社会では当然と見做された。
以上の考察を踏まえれば、陳敬輝が表現した「地方色」
と「台湾意識」との模索や眼差しには、「帝国日本」とい
う文化的アイデンティティーへの偏りが明らかに見られ
る。だがその一方、台展以後、1936 年（昭和 11）末から
陳敬輝は、「六硯会」同人と一緒に台湾初の美術館を建設
するために努力すること 56 や 1939 年（昭和 14）『台湾新
民報』に連載する王昶雄《淡水河の漣》の挿絵画家とし
て、「私は元來挿畫を描く程の餘裕を持たない者である
が、淡水を背景にと云ふ作者の言葉に、淡水紹介の一助
にもと思つて、やつて見る氣になつた 57」と述べたこと
から、台湾・淡水に対する地域的アイデンティティーも
見られる。そのため、陳敬輝の文化的アイデンティティー
と地域的アイデンティティーとの間に見られる葛藤や問
題については、さらに考察を要するため、今後の課題と
したい。
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